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プロジェクト管理

プロ 
   セス群 
 
知識 
エリアの 
プロセス 

立上げプロセ

ス群：新しいプ

ロジェクトや

プロジェクト

フェーズを開

始するための

公式な認可を

支援する 

計画プロセス群：目標を定め、それを

洗練し、プロジェクトが取り組むべき

目標とスコープを達成するために必要

な一連の活動を計画する 

実行プロセス群：プロ

ジェクト管理計画書

を実行するために、人

やその他の資源を統

合する 

監視コントロールプ

ロセス群：潜在的な

問題をタイムリーに

識別できるように、

プロジェクトの実行

を監視。必要に応じ

て是正処置を講じら

れるように、プロジ

ェクトの実行を制御

終結プロセス

群：プロダク

ト、サービス、

所産を正式に

受け入れ、プ

ロ ジ ェ ク ト

（またはフェ

ーズ）を公式

に終了する 
プロジェクト管理

統合：プロジェクト

管理の様々な要素

を統合するプロセ

ス 

プロジェクト

憲章作成（プロ

ジェクト選定

手法。プロジェ

ク ト 管 理

（ PM ）方法

論。PM 情報シ

ステム（IS）、
専門家の判断）

プロジェクト

スコープ記述

書（暫定）高レ

ベルの記述 

プロジェクト管理計画書作成（PM 方

法論。PMIS（構成管理、変更管理）。

専門家の判断）プロジェクト管理計画

書は、プロジェクトの実行、監視コン

トロールおよび終結の方法を規定す

る。その内容は、プロジェクトの適用

分野と複雑さによって異なる。それは、

統合変更管理プロセスを通じて更新さ

れ、改訂が行われる。PM 計画書作成

プロセスは、すべての補助の計画書の

定義、統合、調整等を行い、プロジェ

クト管理計画書とするために必要な活

動からなる。 

プロジェクト実行の

指揮・管理（PM 方法

論。PMIS）プロジェク

トスコープ記述書に

規定された作業を達

成するために、計画し

たプロジェクトアク

ティビティの実行を

指揮し、プロジェクト

内に存在するさまざ

まな技術上と組織上

のインタフェースの

管理をおこなう 

プロジェクト作業の

監視コントロール

（ PM 方 法 論 。

PMIS。プロジェクト

のパーフォマンスの

測定と予測を行うア

ーンド・バリュー法。

専門家の判断）。統合

変更管理 承認・却

下、承認済み変更の

ベースラインへの組

込み 

プロジェクト

終結 事務終

了手順。契約

終了手順 

プロジェクトスコ

ープ管理：プロジェ

クトの成功に必要

な作業を過不足な

く含めることを確

実にするために必

要なプロセス 

 スコープ計画（専門家の判断、テンプ

レート・書式・標準）スコープ定義（プ

ロダクト分析（システム分析/工学、価

値工学価値分析、機能分析）。代替案識

別（ブレーンストーミング、水平思考）。

専門家の判断。ステークホルダー分析）

WBS 作成（テンプレート。要素分解）

スコープ検証（検査）

スコープコントロー

ル（変更管理システ

ム。差異分析。再計

画。構成管理システ

ム） 

 

プロジェクトタイ

ム管理：プロジェク

トを所定の時期に

完了させるために

必要なプロセス 

 アクティビティ定義（要素分解。テン

プレート。直近の作業は下位レベルま

で詳細に、遠い先は上位レベルだけ

WBS を定めるローリング・ウェーブ計

画法；専門家の判断；計画構成要素）。

アクティビティ順序設定（プレシデン

スダイアグラム法、アロー・ダイアグ

ラム法、スケジュールネットワークテ

ンプレート、依存関係の決定（強制、

任意、外部依存関係） アクティビテ

ィ資源見積り（専門家の判断。代替案

分析。公開見積りのデータ。プロジェ

クト管理ソフトウェア。ボトムアップ

見積り） アクティビティ所要期間見

積り（専門家の判断、類推見積り、係

数見積り、三点見積もり、予備設定分

析）、スケジュール作成（スケジュール

ネットワーク分析、クリティカルパス

法、スケジュール短縮、what-if シナリ

オ分析、資源平準化、クリティカルチ

ェーン法、プロジェクト管理ソフトウ

ェア、カレンダーの適用、リードとラ

グの調整、スケジュールモデル） 

スケジュールコント

ロール（進捗報告、プ

ロジェクトスケジュ

ールを変更する際の

手続きを規定したス

ケジュール変更管理

システム。スケジュ

ールの差異に対して

是正処置が必要か否

かを決定するパーフ

ォーマンス測定（ス

ケジュール差異、ス

ケジュール効率指

数）。プロジェクト管

理ソフトウェア。目

標スケジュール日付

を予測開始日や実開

始日及び実終了日と

比較する差異分析。

バー・チャートによ

るスケジュール対

比） 

 

プロジェクトコス

ト管理：プロジェク

トを承認された予

算内で完了させる

ために必要なプロ

セス 

 コスト見積り（類推見積り、資源単価、

ボトムアップ見積り、係数見積り、プ

ロジェクト管理ソフトウェア、ベンダ

ー入札の分析、予備設定分析、品質コ

スト）、コストの予算化（コスト集約、

予備設定分析、係数見積り、限度金に

よる資金調達） 

コストコントロール

（コスト変更管理シ

ステム。アーンドバ

リュー法によるパフ

ォーマンス測定分

析、予測。プロジェク

トのパフォーマンス

レビュー。プロジェ

クト管理ソフトウェ

ア。差異管理） 

 



「プロジェクトマネージメント知識体系ガイド第３版（PMBOK ガイド）」、Project Management Institute, Inc. 2004. 
の要約 

 
 

北陸先端科学技術大学院大学 落水浩一郎 
 

プロジェクト品質

管理：プロジェクト

が所定の目標を満

たすことを確実に

するためのプロセ

ス 

 品質計画（費用便宜分析によるトレー

ドオフスタディ。ベンチマークによる

比較改善。実験計画法による開発中の

プロダクトやプロセスの特定の変数に

影響を与える要因の識別。品質コスト。

品質計画ツール） 

品質保証（品質計画の

ツールと技。品質監

査。プロセス分析。品

質管理のツールと技

法） 

品質管理（特性要因

図、管理図、フローチ

ャート化、ヒストグ

ラム、パレート図、ラ

ン・チャート、散布

図、統計的サンプリ

ング、検査、欠陥修正

レビュー） 

 

プロジェクト人的

資源管理プロジェ

クトチームを組織

化し管理するため

のプロセス 

 人的資源計画（チームメンバーの役割

と責任を階層型、マトリックス型、テ

キスト型のいずれかの書式で記述する

組織図と職位記述図。積極的相互交信、

昼食会議、非公式の会議、取引上の会

議などの人的資源のネットワーキン

グ。要員、チーム、単位組織などの行

動様式に関する情報を提供する組織

論） 

プロジェクトチーム

編成（先行任命、交渉、

調達、バーチャル・チ

ーム）プロジェクトチ

ーム育成（一般的な管

理スキル、トレーニン

グ、チーム形成活動、

行動規範、コロケーシ

ョン、表彰と報酬） 

プロジェクトチーム

管理（観察と会話、プ

ロジェクトのパフォ

ーマンスの評価、コ

ンフリクト管理、課

題ログ） 

 

プロジェクトコミ

ュニケーション管

理プロジェクト情

報の生成・収集・配

布・保管・廃棄をタ

イムリーかつ適切

に行うために必要

なプロセス 

 コミュニケーション計画（コミュニケ

ーションに対する要求事項の分析によ

ってプロジェクトステークホルダーの

情報に関するニーズを収集する。情報

の緊急度、技術の可用性、予想される

プロジェクト要員配置、プロジェクト

期間、プロジェクト環境などのコミュ

ニケーション技術） 

情報配布（コミュニケ

ーションスキル、情報

収集システム、情報配

布手法、教訓プロセ

ス） 

実績報告（情報提示

ツール、パフォーマ

ンス情報の収集・編

集、状況レビュー会

議、タイム報告シス

テム、コスト報告シ

ステム） 

 

プロジェクトリス

ク管理プロジェク

トのリスク管理を

行うプロセス 

 リスク管理計画（計画会議と分析）、リ

スク識別（文書レビュー。情報収集技

法（ブレーンストーミング、デルファ

イ法、インタビュー、根本原因の識別、

強み、弱み、好機。脅威の視点から分

析する SWOT 分析）。チェックリスト

分析。前提条件の妥当性分析。図解の

技法（特性要因図、システムやプロセ

スのフローチャート、インフルエンス・

ダイアグラム）） 定性的リスク分析

（リスク発生確率・影響度査定、発生

確率・影響度マトリクス、リスクデー

タ品質査定、リスク区分、リスク緊急

度査定）、定量的リスク分析（データ収

集・表現技法。定量的リスク分析とモ

デル化の技法（感度分析、期待金額価

値分析、デシジョン・ツリー分析）） リ

スク対応計画（マイナスのリスク（脅

威）に対する戦略（回避、転嫁、軽減）。

プラスのリスク（好機）に対する戦略

（活用、共有、強化）。脅威・好機両面

戦略。発生時対応戦略） 

 リスクの監視コント

ロール（定期的に実

施するリスク再査

定、識別したリスク

とその根本原因に対

するリスク対応策の

有効性やリスク管理

プロセスの有効性を

調査し文書かするリ

スク監査。アーンド

バリュー分析による

差異・傾向分析。技術

的実績の測定。プロ

ジェクトの任意の時

点で残存している予

備が十分であるかど

うかを、コンティン

ジェンシー予備の残

存量を残存リスク量

と比較する予備設定

分析、状況確認会議）

 

プロジェクト調達

管理：プロダクト、

サービス、所産の購

入または取得のプ

ロセス 

 購入・取得計画（内外製分析。専門家

の判断。契約タイプ（定額契約または

一括請負契約、実費償還契約（コスト

プラスフィーまたはコストプラスパー

センテージ、コストプラス固定フィー、

コストプラスインセンティブフィー）、

タイム・アンド・マテリアル契約））、

契約計画（標準書式、専門家の判断）

納入者回答依頼（入札

説明会、入札公告、適

格納入者リストの作

成）、納入者選定（重み

付け法、独自見積り、

スクリーニングシス

テム、契約交渉、納入

者点数評価システム、

専門家の判断,プロポ

ーザル評価法） 

契約管理（契約変更

管理システム、購入

者主催のパフォーマ

ンスレビュー、検査

および監査、実績報

告、支払いシステム、

クレーム管理、記録

管理システム、情報

技術） 

契約終結（調

達監査、記録

管 理 シ ス テ

ム） 

 マトリックスの格子点には、関連するプロセスと、そのプロセスを実行する際に利用で

きるツールと技法を記す。 


